






























































































































































































































































































カタツムリをどうしよう ( 1 時間）














疑問総数（個） 2 2 2 7 1 4 9 
疑問を記述した人数（人） 2 1 2 3 3 7 

































































































































































































































































































































おうちの食事作りの工夫（事前） お店の食事作りの工夫（事前） おうちの食事作りの工夫（事後） お店の食事作りの工夫（事後）
オ ありません ありません ありません ありません
2 洗った包7を使う 衛生、盛りつけ方、味付けを心を』めて 5つ作ったら包Tをかえる 衛生、曹れいに見えるように、お客さんに喜んでもらえるように
3 ｜卵を花の形にしてくれる メーユーの工夫、まな板を1回1回洗う お血を第とさないように気をつける お客さんに気をつかう、料理をまちがえない
4 おいしくなるようにしている 味聞付のけかかるものから作る、おいしく作る 書いでおいしく作る 手早くおいしくなるよういしている
5 ありません を工夫している りません 味付けを工夫している
6 ハンバー グにいろんなものを入れている ひみつの味付けをしている ありません
7 ありません 全部食べてくれるようにおいしく ありません あ残お客りさまずさせん食んがべ喜てくんれでるくよれうるにおいしく
8 火の強弱、包Tを待たない手を丸〈 栄養のバランス、献立を考える ありません ように作る
9 おいしいとかうれしいと言ってもらえるように お客さんみんなにおいしいって言われるように
10 りません けがをしない、おいしい味付け りません お客さんにおいしいって奮ってもらえるように味付け
11 ぼくが帰ったらもうできている 味付けに気をつかう ありません ！失放しないように、お客に気をつかう
12 盈ありません おいしいって言われるように作る 援の毛やゴミが入らないようにする おいしそうに作る
13 りません 手を切らない、おいしく作る、残さず食ベてほしい ありません お客さんに喜んでもらうように作る
14 よく切れるいい包Tを使う 料理をいろいろな形に組み合わせて作る
15 好き嫌いしないように工夫している 作る量は少ないけど毎日手が宅菩ん否ば亙るi:j みんなに食べてもらいたい気持ち お客さんが多いからそれほどがんばる
16 ありません 衛生、栄養のパフンス、 っけ ありません ｜衛生に気をつける
17 切り方を工夫している 家族のためにいろいろなものを入れて作る ありません まちがえずに衛生に気をつけて作る
18 いろいろ考えてやる おいしく家族の人が残さず食べてくれるように かぎりを工夫する 失敗しないように休まずに作る
19 畳ありません 失敗しないように、おいしく ありません 失敗しないように、おいしく
20 りません なるべくできたてを食べられるようにする ありません できたてを食べてもらう
21 あ道り具まをせかんえている
栄養のバランスをヱ夫している、家族が喜ぶように ありません お客さんが喜んで〈れるように．材料I左大切になるべく鎗てない
22 盛りつけ、飾り付け、切り方 かざり方や作り方 盛りつけ、切り方
23 ありません きれいに作っている 見た目にもおいしそうに作っている
24 ありません 全部食ベるようにたくさん工夫 りません 残さずおいしく食ベれるように工夫している
25 ありません 失敗しないように ありません かぎりつけなどで美しく見せる
26 ありません ありません
27 ありません ｜季節によって食器がちがう 季節によって食器がちがう
28 ありません 盛りつけ、おいし〈疎付け．禽中毒にならないように、けがをしない りません 盛りつけ．おいし〈蝶付け．食申書にならないように．けがをしない
29 手を切らないようにしている ｜衛生に気をつける りません おいしいなあと言われるようにていねいに作っている
30 きれいに手を洗う、よ手に味付け 手荒い、食中毒、おいしさ、盛りつけ、火の加減 ありません 味付け、食衛生中毒、もりつけ
31 ｜衛生、火が通っているか ありません 味付け、 新鮮さ、盛りつけを美しく
32 りません ありません
33 包寸で切るとき反対の手をぐうにする 味付け、盛りつけをおいしいって冨ってくれるように メニュー 通りに作る
34 ありません 味付けを工夫している りません 味付けを工夫している
35 みんながおいしいっていって、健康になるように作る みんながおいしいって言ってくれるように作る
36 りません いろいろな材料を使って工夫している りません みんなに食ベてもらうから心をこめて、かぎりつけもきれいに























































































単元「はてな？なるほど！ 3原駅」（小学校第 2学年 発見科）
単元「WE LOVE MIHARA STATION」（小学校第 3学年 社会科） 村上忠君
l，「発見科」から「社会科」ヘ

































































































































第 l次 駅つてなあに・ . 2時間
第 2次 時刻表の不思議・ . 2時間
第 3次 年表で探ろう駅の歴史・ 2時間
第 4次 駅の不思議を解明しよう・ 2時間
駅は誰でも安心して利用できるのか・ 1時間







た。子どもたちは昨年度の学習もよく活かし 新幹線 山陽本線 呉線の 3路線が入って







































































































・礼儀正しく ・挨拶をする ・電車で席を譲れるようになりたい ・電車から降りる人
を優先する ・駅の中で遊ばない など公共の場におけるマナーをすべての子どもたちが
あげている。このようなマナーについての記述は，言われておれば書くことができるが，
駅の施設や改札の様子の観察 ごっこ活動を通してとらえた駅員さんの思いや願いをとら
えた学習を経てからのものであり 単によく言われているからというものとは，必然深み
が違うのである。事実 お世話になった駅員さんから「挨拶をしてくれるようになりまし
た。」という言葉も頂いている。
このように第 2学年の子どもたちは，駅という公共空間を， 自分とのかかわりの中でと
らえることができた。
0 「空間」「時間」「機能」の社会的認識
第 3学年は学習後に，原稿用紙にして 10枚の学習の記録を残している。どの子どもも，
空間的認識として「駅の高架から 東西だけでなく南北に動く人の流れがある三原市の地
形的特徴」。時間的認識として「鉄道高架の歴史，三原駅の歴史，糸崎駅の働き」。機能的
認識として「駅員さんの働き 車いす利用者から見た駅どうしの連携Jについて記述して
いる。中には「～略～駅員さんの話を聞く前は，ガッツで起きるとか， JR専用の目覚まし
時計をかけるとか， とてもおかしな予想がふくらんで，駅員さんの話を開くことが，とて
もドキドキしながら聞けました。こんな楽しいことになったのは，みんなで話し合ったり，
みんなの予想があったからだと思います。～略～Jのように，学び合うことの楽しさを感
想、に乗せている子どもたちもいた。
おおむねその目的は達成したように考えるが，「発見科」の学習を行なう時には，「認識
の基礎」がつながるものについて，明確に持っていることが大切である。ともすれば「発
見科」は「社会科」なのか「理科」なのかという問題が生じてくる。また「表現科Jとの
つながりも必要である。「発見科」でとらえたものを表現する際に「表現科」で，育てたカ
が必要になることも考えられるからである。
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